








血尿症例に対する運動制限の意義を知るために6施設の協力を得て、初診時に尿蛋白が陰

性で沈渣赤血球が毎視野 20 個以上で、5年以上経過観察中の 127 例を対象として、運動制

限と予後の関係について検討を行なった。その結果、血尿単独例においては基礎疾患が腎

炎であるか否かを問わず、また血尿の程度が強いか否かを問わず、運動制限による予後改

善の効果は全く認められなかった。したがって、血尿単独例に対する予後改善を目的とし

た運動制限は不要である。 


